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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は建築施工に関するものの内, 特殊 ぐい工法に関する論文2編と, 地下工法に関する論文 1編か
らなっている｡
第一編は, 直継ぎぐい工法の設計と施工法の研究, 第二編は, 大口径ボーリングマシンによる場所打ち






ついて論じたものである｡ この工法を完全に実施するためには, ( 1 ) 建設地点の地盤に関する土質工学
上の詳細な調査,(2)建物の安全性に関して単ぐいとしての垂直九 水平力を十分確保するための設計
法の開発と, さらに上部建物の地震, 台風等に際しての振動性についての検討,(3)柱の 中心位置に長
大なくいを正確に, かつ真直ぐに地中深く打ち込むための施工機械器具の改善工夫, が要求される｡
本研究の要点は, 上記の観点から次の3点に要約される｡ その第- は直継ぎぐいの新しい設計方法の開
発であり, 第二はその設計法の妥当性, 安全性を検討するための各種現場実験と計測, およびその分析と




諸性質とくいの腐食であり, これらの諸点についての配慮が要求されている｡ その実施結果として, 大阪
港近辺の地盤について新たな知織を加えている｡ 後者の必要性については, 地面下3.00m-5.00m附近に
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(1) くいの垂直載荷試験 ;設計上の 長期所要 くい耐力123tに対して終局強度は450t, 降状荷重280t
確認した｡
(2) くいの水平載荷試験では各荷重段階における理論値と実験値はよく一致し, かつ設計断面の安全
性を確認している｡ 設計では短期水平力13.6t,Mmax34tm, 地表面変位6.5mmであるのに対して, 実験






(4)経済性と省力化工法 (施工の単純化, 工期の短縮) では, 基礎工事について在来工法より約31%












ビットを開発し., さらにプレパックトコンクリー ト工法, 泥水工法等の知識を応用して各種実験からその
くいの設計方法と施工方法を提示した｡
このくい工法の普及化のためには施工能率を高め, コス トダウンを図ることが必要であるが, そのため
にはボーリングマシンの高性能化と, 削孔に最も適した削孔ビットを開発することが肝要であるO 前者に
ついては動力源電動モーター馬力の増強, 回転ギア- の改良, 回転軸により大きいトルクを与えること,
ビット先端からの泥水吐出量とその吐出圧力を随時調節できるようにする等の改良が必要である｡ 削乳用
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ビットの改良については, ビットの形状と, その材質 (掘進抵抗の少ないもの, 摩耗度の低いもの, 破損












工機械の開発, 山止め支保工の仮設資材の進歩改良, 土質工学の発展と共に, 施工管理方式 (たとえば土










問題点は多いが, 施工計画としては十分な根人をとること, 十分に剛強な支保工をつくること, 掘削につ
いては地中の極軟弱層をかく乱しない方法をとる等, 施工中の測定結果を解析して施工上の注意点と得失
を論じている｡
(3) 山止め壁体に泥水連続 R.C.壁体, もしくは場所打柱列ぐい山止め壁を使用したいわゆる山止め






(5)特殊地下工法 (総合地下工法) では, 建築地下工法の最終的な結論として, 各種の山止め工法を
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考究した上で, 地下工法上のあらゆる技術, 経験を総合し, 建設工学的な広い範囲の知識を結集して施工
される地下工法を特殊地下工法 (総合工法) と称しているが, この施工法に関する計画と, その施工法の
開発手法を解明している｡
結論としては, 体系づけ難かった地下工法の施工方法を分類整理して, その問題点を解明し, 経済的に
して安全, かつじん速な工法を開発してゆくことが, 本研究の意図する所であり, これをとくに実践的な
立場より追究している｡






















旨をのべており, その成果の総合知識の上に立って, 結論としての地下特殊工法 (総合地下工法) の開発
手法を示しており, この種の工法としては特色ある創意工夫が示されている｡
以上を要するに本論文は従来建築施工の分野において, 経験的な実際施工技術としてのみあっかわれて
いたものに独特の着想により理論的な検討工夫を加えて体系化したものであって, この方面の建築施工分
野の今後の理論と施工に寄与するところ大なるものがある｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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